【エンジニアリング業】
職種：設計　　職務：配管設計

【概要】

　プラント・施設のスペックに基づき、配管に関する基本設計、詳細設計を行う仕事。

【仕事の内容】

　配管設計の仕事は、プロット・プランやプロセスフローシート、P&Iダイアグラム等を踏まえて配管設計基準書や配管材料仕様書を作成する基本設計と、これに基づき配管レイアウト等を検討し配管図を仕上げる詳細設計に大別できる。

　とりわけ化学プラントにおいては、配管設計・施工の良否がプラントの操作性に大きな影響を及ぼすため、配管設計は非常に重要かつ大きな工数を要する仕事である。また、配管設計の担当者は、プロジェクトの全体像やプラント・スペックを十分に理解したうえで、関係者との緊密な連携の下に作業を進める必要がある。

【求められる知識・経験】

（1） 配管設計の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、通常は大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、物理や機械工学、化学工学等の基礎を身につけていることが前提となる。また、経験者募集の場合には、配管設計に関する一定の実務経験（実績）が要求される。

（2） CADの普及により、ITツール（ハードウェア及びソフトウェア）を十分に使いこなすスキルが求められる。また、配管材料の知識や配管施工に関する基礎知識も必要である。

（3） 配管設計の良否はプラント全体の良否を左右するため、関係者と緊密に連携しながら作業を進めることが求められる。このため、専門知識や技能のみならず、上司や同僚、社内外関係者と円滑に意思疎通を図るコミュニケーション能力も要求される。

【関連する資格・検定等】

· 技術士（建設部門等）〔社団法人 日本技術士会技術士試験センター〕

· 技能検定：配管（建築配管作業（１級・２級）、プラント配管作業（１級・２級））

〔厚生労働省　中央職業能力開発協会〕

など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０３１　機械技術者　　０７１　その他の技術者

